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序

本書は北巨摩郡長坂町に所在する酪農試験場内の尿尿発酵施設建設に伴い2001年度に実施

した発掘調査の報告書であります。酒呑場遺跡は縄文時代の拠点的集落として著名ですが、

今回はその東端部に当たる部分の調査面積300㎡の小規模な発掘調査です。

酒呑場遺跡は、酪農試験場の増・改築に伴い1994年度の第１次調査、1995年度に第２次

調査、1996年度に第３次調査を実施し、これらについては遺構編の報告を行い、現在、遺物

編の報告書作成作業を行なっております。今回の調査は第４次になります。第１次調査では

1500㎡、第２次調査では5600㎡、第３次調査では3000㎡を調査し、今回の第４次調査を含

めると、酒呑場遺跡は合計10400㎡が調査きれたことになります。

酒呑場遺跡が立地する小丘は全体が縄文時代の集落であり、縄文時代前期から中期にわた

り集落が若干地点を変えながら営まれている状況が把握されています。第１次調査では縄文

前期から後期にかけての住居跡が37軒、土坑などが650基、第２次調査では縄文前期から中

期の住居跡117軒、土坑など3500基、古墳時代前期の住居跡15軒、掘立柱建物杜４棟、近世

の溝１条が調査されました。第３次調査では縄文前期から中期の住居跡59軒、土坑など

1700基、古墳時代前期の掘立柱建物杜１棟、中．近世の溝１条を調査しました。これまでに

合計で、縄文時代の住居跡213軒、土坑など5850基、古墳時代前期の住居跡15軒、掘立柱建

物杜５棟、中．近世の溝２条となります。これほど大規模な縄文時代を中心とする集落の調

査は、本県では釈迦堂遺跡群に匹敵する規模の調査です。

今回の調査では狭い範囲とはいえ、縄文時代前期後半の諸磯ｂ式期の住居跡４軒、中期初

頭の五領ケ台式期の住居跡１軒、中期末の曽利式期の住居跡２軒を調査しました。土器や石

器についてはその編年的位置や分布論的な分析がなされ成果を上げています。また、黒曜石

産地分析、土器胎土分析、凹石の使用痕分析など自然化学分析も実施しております。これら

の成果を、今後の縄文時代研究におおいに活用いただければ幸甚です。

最後に発掘調査から報告書の刊行までの過程で、ご助力いただいた関係機関各位、ならび

に発掘調査や整理作業に参加いただいた方々 に衷心より御礼申し上げます。

2003年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長大塚初重



例

ｌ本書は、山梨県北巨摩郡長坂町長坂上条621-2に所在する酪農試験場内の酒呑場（さけのみば）遺跡の発

掘調査報告書である。1994年の第１次調査、1995年の第２次調査、1996年の第３次調査に引き続き行なった

2001年の第４次調査の発掘調査報告書である。

２本調査は農政部の依頼受けて山梨県教育委員会が実施した、酪農試験場の排１世物技術確立事業の尿尿発酵施

設建設に伴う発掘調査である。

３発掘調査および整理作業、報告書刊行は、山梨県埋蔵文化財センターが行なった。

４本書の執筆は、第１～２章、第４章第２節、第５章第２節、第７章第２節、第８章第１～３節を保坂康夫、

第３章、第５章第１節を田口明子、第４章第１節を正木季洋、第８章第４節を小林広和が行った。第７章第４

節の土器胎土分析は帝京大学山梨文化財研究所の河西学氏、第１節の黒曜石産地分析は国立沼津高等専門学校

の望月明彦氏、第３節の凹石の使用痕分析は株式会社アルカの池谷勝典氏に執筆いただいた。また、第８章第

２節のデータ解析を小野正文が行った。編集は保坂・田口・正木が共同で行なった。現場写真と石器写真の撮

影は田口が行った。

５土器実測用写真と図版用土器写真を小川忠博氏、小・中形石器実測・トレースの大部分を株式会社シン技術

コンサル、黒曜石産地分析と石器使用痕分析を株式会社アルカ、土器胎土分析を帝京大学山梨文化財研究所に

委託した。遺物の取り上げや分布図作成は株式会社シン技術コンサルのシステムを使用した。

６本書にかかわる出土品および図面、写真は、山梨県埋蔵文化財センターが保管している。
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第Ⅱ章発掘調査の経過

第１節発掘調査に至る経過

北巨摩郡長坂町長坂上条にある酒呑場遺跡は、これまでに３次にわたる発掘調査が実施されている。酪農試

験場の増・改築に伴い1994年度の第１次調査、1995年度に第２次調査、1996年度に第３次調査である。これら

については遺構編の報告を行い（山梨県教育委員会・山梨県農務部1997『酒呑場遺跡（第１．２次）一酪農試

験場増・改築工事に伴う発掘調査報告書（遺構編）一』山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第135集、山梨県

教育委員会・山梨県農務部1997『酒呑場遺跡（第３次）一酪農試験場増・改築工事に伴う発掘調査報告書（遺

構編一前編）－』山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第136集、山梨県教育委員会・山梨県農務部1998『酒呑

場遺跡（第３次）－酪農試験場増・改築工事に伴う発掘調査報告書（遺構編一後編）－』山梨県埋蔵文化財セ

ンター調査報告書第169集)、現在、遺物編の報告書作成作業を行なっている。2001年度に行なった今回の調査

は第４次になる。

酒呑場遺跡は酪農試験場内にある。酪農試験場は、戦後まもなくの昭和25年に建設され、その当時の木造建

築が今日まで使用されてきたが、老朽化が激しいため、国庫補助を受けて改築、増築を行なったがこの時の調

査が第１～３次調査である。

今回の第４次調査は、遺跡の立地する台地の肩の部分であり、遺跡の東端にあたる。農政部畜産課では酪農

試験場内に飼育する家畜の尿尿を飼料として処理する排世物処理技術を確立するための発酵施設を2001年度に

建設することを計画し、2000年度に事業実施と埋蔵文化財保護との調整について学術文化財課に協議した。学

術文化財課では酒呑場遺跡の重要’性に鑑み、2001年度に発掘調査を実施することで調整を行なった。

調査対象面積は300㎡である。発掘調査を担当する埋蔵文化財センターでは、2001年10月２．３日に調査対象

地域を重機で表土を全面的に除去したところ、遺構が確認できたので引き続き本格的な発掘調査を実施した。

調査は2001年10月15日から2001年11月20日である。整理作業は、2002年度に本格的整理作業を実施した。なお、
2002年２月になって工事が実施きれたが、当初打合せた面積よりも25㎡ほど多く掘削がなされたため、工事を
一時中止を指示し、遺構の残存状況の確認調査を行なった。

第２節調査の組織

調査主体山梨県教育委員会

調査機関山梨県埋蔵文化財センター

調査担当者保坂康夫、田口明子

調査作業員

遠藤勝、三井喜満、森屋敏子、小尾嘉子、篠原初美、篠原か代子、向井直子

整理作業員

青柳清、森屋敏子、三枝千穂美、小林順子、河野逸広、今村貞雄、渡辺旭光、保坂信明、真道みゆき、平順

孝、川住たまみ、藤巻ひさ江、藤巻公恵、矢崎緑

第３節発掘調査の方法と経過

第１～３次調査ではＡ～Ｉ区までの調査区を設定しており、今回の調査区をＪ区とする（第１図)。

発掘調査にあたりまず、対象地域全体を重機で表土除去する作業を実施した。本地点では農場の耕作等で表

面から30cmほどが撹乱を受けていた。しかし、その直下には全面的に黒色土層があり、撹乱を受けていない一

次堆積土層がなおも数十cmの厚さで保存きれており、遺構が存在した。そこで、撹乱土層の重機による除去作

業の後、人力による精査作業を実施した。まず、ジョレンによる遺構確認作業を行なったが、複数の遺構が切

－１－
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第２章遺跡の概要と環境

第１節遺跡の概要

北巨摩郡長坂町長坂上条にある酒呑場遺跡は、これまでに３次にわたる発掘調査が実施されている。2001年

度に行なった今回の調査は第４次になる。調査面積は第１次調査では1500㎡、第２次調査では5600㎡、第３次

調査では3000㎡、今回の第４次調査が300㎡であり、酒呑場遺跡は合計10400㎡が調査されたことになる。

検出された遺構は、第１次調査では縄文前期から後期にかけての住居跡が37軒、土坑などが650基。第２次調

査では縄文前期から中期の住居跡117軒、土坑など3500基、古墳時代前期の住居跡15軒、掘立柱建物杜４棟、近

世の溝１条。第３次調査では縄文前期から中期の住居跡59軒、士坑など1700基、古墳時代前期の掘立柱建物杜

１棟、中．近世の溝１条を調査した。第３次調査までの合計で、縄文時代の住居跡213軒、土坑など5850基、古
墳時代前期の住居跡15軒、掘立柱建物吐５棟、中．近世の溝２条となる。
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り合っていたため、グリッド境にセクションベルトを残して全体的に移植ゴテによる掘り下げを行なった。

出土遺物は多量であったため、５cm角以上の大きさの土器や操については位置の記録作業を行い、それより

小きい遺物についてはグリッドごとの一括で取り上げた。石器等の小型遺物については現地で確認できたもの

は位置の記録を行なったが、大半はグリッドー括遣物となった。遺物位置の記録作業は、光波測距儀と小型コ

ンピュータによるトータルステーションによって行なった。基準杭の標高と国家座標を算出し、Ｘ（南北方

向）・Ｙ（東西方向）・Ｚ（標高）の基準軸を国家座標と標高とで設定して、位置データをデジタルデータと

して記録した。特に大型の土器や篠についても最下部の１点を計測し、その遺物の位置として代表させた。住

居跡出土土器などは完形状態で出土したものについてもこの方法で位置データを記録したが、これとは別に土

坑出土土器や喋、単独出土土器や操については極力、出土状態の微細図を作成した。
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第１図酪農試験場旧建物配置と調査区の配置図（1/2000）
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今回の調査では縄文時代前期後半の諸磯ｂ式期の住居跡４軒、中期初頭の五領ケ台式期の住居跡１軒、中期

末の曽利式期の住居跡２軒を調査した。今回の調査で最も古い遺物は、縄文時代前期初頭の中越式期の土器で

あり、遺物量が極少量で、遺構は検出されなかった。第１～３次調査の成果からして諸磯式期の住居跡がＩ区

東端部．Ｄ区からＢ区にかけてみられることから、酒呑場遺跡の乗る台地の東端部に諸磯式期の集落が占地す

るものと思われる。中期では、初頭の五領ケ台式期の住居跡と曽利式期の住居跡であり、中葉は若干の遺物が

把握できたのみである。縄文時代以外では、古墳時代のＳ字状口縁台付尭の土器片が少量確認できた。また、

同時期と思われる方形プランの住居跡のコーナー部分を検出している。Ｃ区を中心にＩ区や，．Ｅ区で住居跡

が確認されており、古墳時代前期の集落の東南端部に当たると考えられる。最も新しい遺物は平安時代の坪片

であるが、極微量であり、遺構も明確でない。酒呑場遺跡ではこれまでに平安時代の遺構は確認きれていない。

第２節遺跡の立地と土層

遺跡の立地する地点は、八ケ岳火山が大規模爆発によって山体崩壊し、その折に流下した山体の一部が基盤

となったいわゆる「流れ山」（約30万年前頃形成）と思われる小山の上面に位置する。小山上面の平坦面は非常

に広く、西側をＪＲ中央線に南北に立ち割られているものの、大深沢川の崖線まで同一面と思われる。北側は

より高い面を持つ別の流れ山の南斜面に接している。南側は縄文晩期の配石が調査された長坂上条遺跡の立地

する低湿地面が広く展開するが、そこから小山に向かって入江状に低湿地が入り込んでいる。

小山の平坦面は広くローム層に覆われており、地表面から６ｍほどでPｍ－Ｉ（御岳第１パミス層、８万年前

頃降灰）が存在するという。土層について第３次調査の折りに工事中の掘削面で２ｍ弱までが観察できた。２０
cmほどの耕作土の下に30cmほどの明暗褐色土があり、縄文土器を包含する。その直下に30cmほどのかなりソフ

ト化したローム層がある。明るい褐色で湿気が強く、削るとざらざらとした砂質な質感で乾燥したときの構造
が粒状である。その下位にうっすらと暗い暗色帯が40cmほどの厚さで存在することが確認できた。ボコボコし
た質感の団塊状構造をもつハードローム層で暗褐色を呈し、たまに木炭片を含む。その下位は明褐色のハード
ローム層でボコボコした質感はなく非常に硬質で削るとネットリとした粘性がある。Ｊ区においても厚いロー
ム層とＰｍ－Ｉ層とを確認した。Ｐｍ－Ｉ層は地表下1.5ｍほどと浅く、斜面にかかる部分なので浅いものと考え
られた。

第２図調査地点の位置図（星印が調査地点；１/5000）
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第３図遺跡の位置と周辺の遺跡（１が酒呑場・長坂上条遺跡、黒丸が調査地点；１/2500）

第３節周辺の遺跡

酒呑場遺跡の乗る小丘の南斜面端部に長坂上条遺跡が立地する。1940年（昭和15）に男爵大山柏氏によって
設立された私設の考古学研究機関である大山史前学研究所と、後に県会議員を勤める井出佐重氏とによって発
掘調査がなされた。加曽利Ｂ式、安行式、清水天王山式、佐野式など縄文時代後期中葉から晩期にかけての土
器群とともに、配石遺構が確認されている（大山柏ほか1941「山梨県北巨摩郡日野春村長坂上条発掘調査報告」
『史前学雑誌』第13巻第３号)。1997年には長坂町教育委員会によって個人住宅建設に伴い発掘調査がなされ、
同様な時期の土器群と平安時代の住居跡が調査された（小宮山隆1997「長坂上条遺跡」『八ケ岳考古一平成８年
度年報一』北巨摩市町村文化財担当者会)。酒呑場遺跡では後期初頭の称名寺式期の住居跡が１軒確認されてい
るのみであり、中期以前と後期以降の集落立地の違いがここに明瞭に示されている。

遺跡の分布を見ると、酒呑場遺跡から南側の地域には、起伏の激しい地形となり、縄文時代も含め遺跡の分
布が密である。逆に、酒呑場遺跡の乗る小丘と連続する北に向う平坦面で、ＪＲ長坂駅や長坂町の中心街が乗
る平坦面、さらには中央道付近までの高い平坦面地域には遺跡の分布がまばらである。連続する平坦面の南の

ターミナルとなる酒呑場遺跡で巨大集落が形成されている点に注目する必要があろう。
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第３章縄文時代の遺構

第１節住居跡

１号住居跡（第５．７図）

（位置）調査区北東端の４．７区。

（重複）５号住居跡、１．６号土坑と重複し、１．６号土坑に切られている。

（形態・規模）北側は調査区外に続き、南・東側は撹乱により削平を受けている。遣存状態は極めて悪い。

規模は長軸残存３ｍ、短軸残存1.5ｍを測る。

（壁・周溝）壁・周溝は不明。

（床面）ローム地床。

（柱穴）主柱穴は不明。深さ30cm台のピットがＰ1８（39cm）・Ｐ１（36.5cm)、２０cm台がＰ９（28cm）・Ｐ

1６（28cm）・Ｐ２（27cm）・Ｐ1９（25cm）Ｐ６（22cm）・Ｐ1７（21cm）で、他は10cm台以下の浅いピット。

（炉）４区の東際に位置し、南西が撹乱に切られている。また、中央を４．５住P22に切られ、北東では

ｌ住Ｐ６と重複する。地床炉で、推定径30×20cmの範囲に厚き約７cm以下の焼土がみられる。焼土の北側には

30×20cmの範囲に被熱したロームがみられ、本来は長軸55cmほどの炉であったとおもわれる。焼土の下には径

23×20cm、深さ５cmの浅い掘り方が確認され、掘り方の上部で石雛1点が出土。また、４区の北東角で、焼土が

23×16cmの範囲に認められたが、掘り込みは確認きれなかった。

（時期）曽利Ⅲ式期。

（出土遺物）７区の西端で、床面から約10cm上で深鉢３個体（321．第４図１１．３２２；第19図３．３２３；第
14図９）が横位で潰れたように出土。

２号住居跡（第５～７図）

（位置）１．２区。

（重複）３．４号住居跡、１１号土坑と重複し、３号住居跡に切られている。

（形態・規模）北・東側は調査区外に続く。推定径は約５ｍを測る。

（壁・周溝）南壁が一部残存するが遣存は不良で、確認面からの深さは最大で約10cmを測る。また、壁の
外側に4号住居跡の西壁に接するような深さ約5cmの落ち込みが一部みられるが、住居の重複または拡張かは不
明。周溝は確認できた範囲では認められない。

（床面）ローム地床。平坦で硬い面が存在する。

（柱穴）主柱穴は、Ｐ3１（67cm）・Ｐ2５（61cm）・Ｐ３（60cm）・Ｐｌ（59cm）・Ｐ６（56cm）の５本が
考えられる。他に40cm台がＰ５（47cm）・Ｐ2８（43cm)、３０cm台がＰ2７（38cm）・Ｐ８（36cm）・Ｐ2６（３４
cm）・Ｐ７（33cm）・Ｐ2０（33cm）・Ｐ９（31cm)、２０cm台がＰ2９（28cm）・Ｐ1７（23cm）・Ｐ2１（23cm）・
Ｐ2３（21cm）・Ｐ1８（20cm）で、他は10cm台以下である。

（炉）２箇所あり、どちらも地床炉である。炉ｌは住居跡のやや南寄りにあり、西側は２住Ｐ６と重複す
る。７５×45cmの不整形の浅い掘り込みを有し、６５×35cmの範囲が被熱し、その中に径約20cmの焼土が２箇所確
認された。焼土の厚さは約５cmである。炉２は住居跡のほぼ中央に位置し、北側約２分の１は調査区外に続く。
長軸75cm、残存短軸30cmの浅い掘り込みを有し、厚さ４cm未満の焼土が確認きれた。

（時期）諸磯ｂ式期。

（出土遺物）炉2の南側で、床面より約20～30cm上で石皿２点（545；第37図５．５４６；第36図３）と、数
点の土器片．焼け操がまとまって出土。
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３号住居跡（第６図）

（位置）調査区北西端の２．３区。

（重複）２号住居跡、５．１３号土坑と重複し、２号住居跡を切っている。

（形態・規模）北・西側が調査区外に続く。残存長軸4.1×残存短軸1.6ｍを測る。

（壁・周溝）南壁の一部のみを確認。確認面からの深さは14cmを測る。周溝は確認できた範囲では認めら

れない。

（床面）ローム地床。

（柱穴）主柱穴は不明。深さ70cm台のピットがＰ６（75cm)、５０cm台がＰ３０（57cm）・Ｐ７（50cm)、４０ｃｍ

台がＰ５（45cm）・Ｐ３１（41cm）・Ｐ2５（40cm）・Ｐ３２（40cm)、３０cm台がＰ８（38cm）・Ｐ３５（38cm）・Ｐ

2１（37cm）・Ｐ４（34cm）・Ｐ2２（34cm）・Ｐ1３（32cm）・Ｐ1４（32cm）・Ｐ2０（31cm）・Ｐ９（30cm）・Ｐ

2６（30cm）・Ｐ３３（30cm）・Ｐ３４（30cm)、２０cm台がＰ３（29cm）・Ｐ1２（28cm）・Ｐ1１（27cm）・Ｐ1９（２７

cm）・Ｐ1０（26cm）・Ｐｌ（25cm）・Ｐ1７（23cm）・Ｐ２（22cm）・Ｐ1６（21cm）・Ｐ1８（20cm）で、他は１０
cm以下である。

（炉）不明。

（時期）五領ケ台Ⅱ式期。

（遺物）P26に小牒が充填きれている（図版14)。

４号住居跡（第５図）

（位置）１．２．５．６区。

（重複）２．５号住居跡と重複し、５号住居跡に切られる。

（形態・規模）南側は撹乱に切られている。形態は不明。残存長軸2.1×残存短軸1.6ｍを測る。

（壁・周溝）壁は南西の一部のみ残存する。確認面からの深さは約７cmで、この壁の内側に約20cmの落ち
込みが壁のようにほぼ平行するが、本住居跡に伴うものかは不明。他住居との切りあい関係も考えられる。周
溝は確認できた範囲では認められない。

（床面）ローム地床。

（柱穴）５号住居跡との重複が激しい為、どちらに帰属するか不明なピットが多く、４．５号住居跡Ｐ
１．２．３…とした。深さが60cm台のピットはＰ７１（61cm)、５０cm台はＰ３（59cm）・Ｐ９（57cm）・Ｐ７３
(55cm）・Ｐ１（51cm)、４０cm台はＰ２（47cm）・Ｐ３５（45cm）・Ｐ４（43cm）・Ｐ３６（40cm)、３０cm台はＰ８
(38cm）・Ｐ1４（36cm）・Ｐ1１（34cm）・Ｐ2７（34cm）・Ｐ３９（33cm）・Ｐ2６（32cm）・Ｐ４０（31cm）・Ｐ６
(30cm）で、２０cm台のピットがＰ１７．２２．６９．３７．４３．４６．６８．５．７．１０．１２．１５．４２．２０．４１．２５．３３．
１９．２４．３４．７２．１６．３８で他は10cm台以下である。

（炉）不明。

（時期）諸磯ｂ式期。

５号住居跡（第５図）

（位置）１．４．５区。

（重複）１．４号住居跡と重複する。

（形態．規模）南側は撹乱に切られ、北側の一部は調査区外に続く。形態は不明。残存長軸4.5×残存短軸
1.3ｍを測る。

（壁．周溝）西壁の一部と東壁の一部が残存し、確認面からの深さは西・東壁ともに約７cmである。周溝
は確認できた範囲では認められない。

（床面）ローム地床。東壁際で、床面から約15cmのなだらかに落ちる浅い掘り込みが確認された。

－６－



(柱穴）

(炉）

(時期）

主柱穴は不明。詳細は４号住居跡の柱穴に記載。

不明。

諸磯ｂ式期。

６号住居跡（第８図）

（位置）１３．１４区。

（重複）土層観察からは２軒の重複が考えられる。

（形態・規模）東側は撹乱に切られている。形態は不明。外側の住居跡で残存長軸3.4×残存短軸1.2ｍ、内

側で残存長軸約2.5ｍを測る。

（壁・周溝）壁は住居跡が残存する東側約２分の１に認められ、壁高は北側で約20cm、西側で約30cm，南

側で約６cmを測る。南壁の内側に壁下約10cmの段差が確認され、土居観察から内側の住居壁の可能性が伺える。

周溝は確認できた範囲では認められない。

（床面）ローム地床。

（柱穴）主柱穴は不明。深き50cm台のピットはＰｌ（50cm）のみで、２０cm台はＰ４（24cm）・Ｐ６（23cm)、

他は10cm台以下である。

（炉）不明。

（時期）諸磯ｂ式期か。

7号住居跡（第８図）

（位置）調査区の南端１４．１５．１６区。

（重複）７．８号土坑と重複する。

（形態・規模）東側は撹乱に切られ、西側は調査区外に続く。南側は当初調査区外であったが、工事によ
る掘削の結果、土層観察により、壁の一部が確認された。形態はほぼ円形を呈するとおもわれ、推定径は約８

ｍを測る。

（壁・周溝）壁は北側のみを確認し、壁高は10～20cmを測る。周溝は壁に沿って二重に確認され、外側が
幅16～26cm、床面からの深さが約６cm、内側で幅20～35cm、深き25～30cmである。

（床面）ローム地床。

（柱穴）主柱穴は不明。深さ40cm台のピットはＰｌ（45cm）のみで、２０cm台がＰ４（23cm）の他は10cm台
以下である。Ｐ２～７は7号土坑周辺に分布することから、土坑に伴う可能性も考えられる。

（炉）住居の中央より南よりに位置するとおもわれる。南北に２箇所の地床炉が隣合う。南側は80×40ｃｍ
の浅い堀込を有し、厚さ約５cmに焼土が堆積する。北側は、東側が撹乱に切られ、残存長軸50×残存短軸30ｃｍ
の浅い掘り込みを有し、厚さ約3cmの焼土が堆積する。両者とも焼土の周囲約５cmの範囲が被熱ロームになる。

（時期）曽利Ｖ式期。

（出土遺物）床面から約20cm上で、諸磯式土器の小片・五領ケ台式期の浅鉢片・曽利式期の深鉢約２分の
１個体がまとまって出土（1039；第16図20)。曽利式期の深鉢（1039）は22.2ｍ離れた３号住居跡の上層から出

土した（128）と接合する。また、曽利式期の（615；第16図20）は24.6ｍ離れた２号住居跡上層出土の（296）
と接合。（第15図５）

第２節土坑・ピット他

1号土坑（第９図）

（位置）７区。

（重複）１号住居跡と重複し、切っている。

－７－



（形態）南側約２分の１は撹乱に切られている。不整形を呈する。

（規模）残存長軸140cm、残存短軸70cm、確認面からの深ざは73cmを測る。

（立ち上がり）西側は緩やかで、東側で下半がオーバーハングする。

（時期）諸磯ｂ式期

（出土遺物）巨喋（741）と喋石皿（745；第38図ｌ）が斜位に並んで出土。他に非焼け篠（742.744）と

大中型剥片（743）が出土。巨篠と喋石皿は約36kgと約32kgの重さである。

２号士坑（第９図）

（位置）８区。

（重複）なし。

（形態）西側は調査区外に続く。ほぼ円形を呈するとおもわれる。

（規模）長軸90cm、残存短軸73cm、確認面からの深さ約10cmを測るが、調査区壁で観察すると確認面より

約10cm上から掘り込まれている。

（立ち上がり）全体に緩やか。

（時期）不明。

（出土遺物）確認面よりやや上で、諸磯ｂ式期の浅鉢（532；第12図２）約４分の１個体と喋石皿（534；
第８図２)、二次加工剥片（533；第30図５模形石器？）が出土。

３号土坑（第９図）

（位置）１０．１１区。

（重複）なし。

（形態）不整形を呈する。

（規模）長軸100cm、短軸90cmで確認面からの深さは約10cmを測る。底に24×16cmの不整長円形の小穴が約
10cmの深さで確認された。

（立ち上がり）北西壁はやや緩やかで、他は垂直に近い。

（時期）不明。（諸磯ｂ式期か）

（出土遺物）諸磯ｂ式期の土器小片。

４号土坑（第９図）

（位置）１１．１２区。

（重複）なし。

（形態）南側がやや狭まった長円形を呈する。

（規模）長軸115cm、短軸80cm、確認面からの深さが10～20cmを測る。長軸に沿って４つの小穴が並ぶ。底
にある2つの小穴は径約18cmで、底からの深さは約７cmを測り、壁際に位置する２つは径約10cm、確認面からの
深さ15～20cmを測る。

（立ち上がり）北側半分はやや緩やかで南側半分はやや垂直である。

（時期）諸磯ｂ式期または五領ヶ台Ⅱ式期

（出土遺物）諸磯ｂ式期と五領ヶ台Ⅱ式期の土器小片、石皿（第37図１）．焼け藤．焼け巨喋が出土。

5号土坑（第９図）

（位置）２．３区。

（重複）３号住居跡と重複する。

－８－



（形態）ほぼ円形を呈する。

（規模）径約65cm、確認面からの深さは約10cmを測る。

（立ち上がり）全体に垂直に近い。

（時期）格沢式期。

（出土遺物）確認面とほぼ同レヴェルで、縄文時代中期中葉格沢式期の深鉢（７７９．９１５；第14図８）約３

分の１個体と花商岩喋（781；55509)、他に操２点が出土。

６号土坑（第５図）

（位置）７区。

（重複）１号住居跡と重複し切っている。

（形態）北側２分の１以上が調査区外に続く。形態は不明。

（規模）残存長軸90cm、残存短軸30cmを測る。確認面からの深さは約25cmだが、調査区壁の土層観察から

約50cmの深さが確認された。

（立ち上がり）やや緩やか。

（時期）不明。

7号土坑（第８図）

（位置）１６区。

（重複）７号住居跡と重複する。

（形態）西側約２分の１が調査区外に続く。形態は不整形を呈する。

（規模）残存長軸200cm、残存短軸120cm、７号住居跡床面からの深さ36～46cmを測る。底に55×40cmの楕
円形の掘り込みを有する。

（立ち上がり）楕円形の掘り込みは底からやや垂直に近く立ち上がり、そこから緩やかになる。

（時期）曽利Ｖ式期。

（出土遺物）曽利Ｖ式期の土器片。

８号土坑（第８．９図）

（位置）１４．１５区。

（重複）７号住居跡と重複する。

（形態）西側が一部調査区外に続く。不整方形を呈する。

（規模）長軸110cm、短軸95cm、７号住居跡床面から深き約80cmを測る。確認面は床面より約10cm上のため、
本土坑の深さは約90cm。

（立ち上がり）垂直に近い。

（時期）諸磯ｂ式期。

（出土遺物）確認面とほぼ同レヴェルで、士坑の縁に沿い凹石Ｄ類（1099)、喋石皿（1102)、巨喋（1100)、
焼け篠（1101.1103）が出土。他に覆土上層で二次加工剥片２点、黒曜石剥片５点、原石１点、下呂石・チャ
ート等剥片1点、焼け操２点が出土。

9号土坑（第９図）

（位置）１２区。

（重複）なし。

（形態）東側が一部出っ張るが、ほぼ円形を呈する。
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１層．黒色土
２層．明黒褐色（７住緬土）
３層．明暗褐色土ローム粒多
（7住覆土）

４層．暗褐色土径５～10mmのローム
ブロック多カーボン少
（７住覆土）

５層．暗褐色土４層より明るい
（７住彊土）

6層．明黒褐色土径５～10mmのロー
ムブロック多（７住覆士）

7層．明暗褐色土５層より明るい
ローム粒ほとんどなし

8層．軟化ローム層
9層．ローム層

顎
閲
乳
馴

Ａ一Ａ,

１層．黒色土（漆黒）
２層．明暗褐色土黄色帯径３～５mmのローム粒多カーボン少
３層．明黒褐色土硬化部分をブロック状に含む径30～300mmのロームブロック、ローム粒
を多量含むカーボン多量

４層．暗褐色±明るいマダラが多く入る径５～10mmのロームブロック少量ローム粒入る
５層．黒褐色土径５～10mmのロームブロック少量カーボン少うっすらマダラ入る
６層．大ロームブロック層（径200mm）
７層．中ロームブロック層（径10～50mm）やや黒い軟化ロームがマトリックス
８層．黒色土径5～20mmのロームブロック少避
９層．径5～50mmのロームブロックと黒味強い軟化ローム
１０層．ロームブロック土・黒色±の硬化層
１１層．ロームブロック＋黒褐色土
１２層．明暗褐色土径10～30mmのロームブロック多量ローム軟化十暗褐色土
１３層．ローム軟化層
１４層．明暗褐色土黄色帯より暗いマダラが大きく明るいローム粒少遜
１５層．黒褐色土径10～20mmのロームブロックごくごく少量カーボン比較的多
１６層．明暗褐色土１４層より明るい
１７層．明暗褐色土１６層よりさらに明るい
１８層．軟質明暗褐色土
１９層．明暗褐色土ローム粒・ブロックほとんど含まないローム漸移届
２０層．明黒褐色土土坑あり？
２１層．ハードローム層

０ ４ｍ
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１－１，．Ｊ一Ｊ,

１層．黒色土（10YR2/1）撹乱（旧耕作土？）
２層．橿色土（2.5YR7/8）焼土
３層．にぶい黄橿色土（10YR6/4）ローム粒少量
曽利包含層

４層．にぶい黄褐色土（10YR5/4）ローム粒多量
５層．暗褐色±（10YR3/3）にぶい黄橿色土
（10YR7/3）のシミ多く含む径10～20ｍｍ
のロームブロック中量含む木炭少量

６層．にぶい黄褐色土（10YR5/3）径20～30ｍｍ
のロームブロック少、（小ビット領土）

７層．黒褐色土（10YR2/3）にぶい黄橿色土
（10YR7/2）のシミ多く含む径５mmの
ロームブロック多く含む木炭も多

８厨．黒褐色土（10YR2/2）にぶい黄橿色土
（10YR7/2）のシミ多く含むローム粒多

９層．にぶい黄褐色土（10YR4/3）ローム粒多

乱
（10YR6/6）ローム微小粒を多量含む
10YR3/4）にぶい黄橿色土（10YR7/3）
含むローム粒多く含む諸磯包含層

２

曽利包含層
のシミ状ブ

層．黒色土概乱
層．褐色土（10YR4/4）

景鶴色土(10YR3ﾉ4)にぶい黄糧色土(10YR7侭)のブﾛｯｸ
状のシミを多く含むローム粒を多く含む

･５住Ｃ－Ｃ，
層．黒褐色土（10YR2/3）撹乱ないし耕作土
層．にぶい黄横色土（10YR6/3）ローム粒少凪カーボン多く入る
曽利包含層
層．にぶい黄褐色木炭層（10YR4/3）大粒の木炭多量に入る
層．明黒褐色土（10YR5/4）にぶい黄橿色土（10YR7/4）のシミ大
を多く含むローム粒中通入る（５住稲土）
層．にぶい黄褐色土（10YR5/3）ローム粒ほとんどなし（５住稲土）
層．にぶい黄橿色土（10YR6/4）ローム粒ほとんどなし（５住調土）
層．暗褐色土（10YR3/3）ローム粒少量径20mmのロームブロック
少量入る（2住稲土）

･４．５住Ｄ－Ｄ，
厨．黒褐色土（10YR2/3）撹乱ないし耕作土ローム粒多量に入る
層．にぶい黄褐色土（10YR5/4）ローム粒少、カーボン少迅
曽利包含層
層．暗褐色土（10YR3/4）径30mm大のにぶい黄横色土（10YR7/4）
のシミ中凪含むローム粒少量（４住調土）
層．にぶい黄横色土（10YR6/4）径20mm大のロームブロック中量含む
ローム対ほとんどなしにぶい黄橿色土（10YR7/4）のシミ入る

C匡奏雪Ｚｸ監司

5住４住

Z__一三二一
平坦で硬い床面

5住

第５図１．２．４．５号住居跡、土坑（１）（1/60）

－１１－

２．５住

ト ーーーヨ一一一一

2住

三重悪
不安定な床面

つ

３層．暗褐色土（10YR3/4）径30mm大のにぶい煎痘巴エ（1ｕＹＨ〃ｑ
のシミ中凪含むローム粒少量（４住調土）

4層．にぶい黄横色土（10YR6/4）径20mm大のロームブロック中量含
ローム粒ほとんどなしにぶい黄橿色土（10YR7/4）のシミ入
（５住緬土）

５層．にぶい黄褐色土（10YR5/3）ローム粒多量カーボン中量入る
（２住麺士？）

６局．にぶい黄橿色土（10YR7/4）ローム粒なし
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1住土器集中
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遥毎ム
2住炉１
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2住炉１
ｅ

１ １住炉一一 焼け喋‐ｏ･乙一
ム

２住土器集中

１住炉
1層．暗褐色土（10YR3/4）粘性ありしまり強径１～５mmの焼土粒・
炭化物粒含む径10～30mmのロームブロック含む

第７図１．２号住居跡炉・土器集中（1/30）

（規模）径約70cm、確認面からの深さ約20cmを測る。底に径約10cm、土坑底面からの深さが約10cmの小穴

が２つ認められる。

（立ち上がり）垂直に近い。

（時期）不明。

霞_皇
焼け喋マ５５２－

２住土器集中

崖 一
１ｍ

10号士坑（第８図）

（位置）１３．１４区。

（重複）確認面からの深さが17cmのNQなし土坑と重複。

（形態）西側２分の１が調査区外に続く。円形を呈するとおもわれる。

（規模）長軸95cm、残存短軸42cmを測る。確認面からの深さは20cmだが、西壁の土層観察から本土坑は表
土下から掘り込まれ最大深さ50cmを測る。

（立ち上がり）北壁はやや緩やかで、南壁は垂直に近い。

（時期）不明。

（出土遺物）底から径約20cmの焼け篠が１点出土。

11号士坑（第６図）

（位置）ｌ区。

（重複）２号住居跡P25と重複。

（形態）不整長円形を呈する。

（規模）長軸100cm、短軸74cm、確認面からの深さ約30cmを測る。底に径約５cm、土坑底面からの深さ約５

cmの小穴を有する。

（立ち上がり）垂直に近い。

（時期）不明。

（出土遺物）覆土中から大中型剥片１点、焼け篠３点出土。

－１３－
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1層．黒色土（10YR2/1）ローム粒微迅
2層．にぶい黄褐色土（10YR5/3）マダ
のロームブロック少カーボン中

3層．黒褐色土（10YR3/1）灰黄褐色土
（10YR5/2）シミがマダラ状に入
径５mmのロームブロック多く入る
木炭少量

7住Ｆ－Ｆ’
1層．灰黄褐色土（10YR4/2）
＋径10～20mmのにぶい黄摺角十
（10YR7/3）マダラ
木炭・ローム粒を少量含む

2層．黒褐色土（10YR3/1）
＋にぶい黄橿色十
（10YR7/4）マダラ
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に含むカーボン中鼠入るとても硬質

５層．黒褐色土（10YR3/2）径５～10mmのロームブ
ロック多く含みローム粒多い

６層．暗褐色土（10YR3/4）径50～100mmのにぶい黄横色
土（10YR7ﾉ3）シミマダラ多く含みローム粒多い

７層．にぶい黄褐色土（10YR5/3）径５～20mmのロームブ
ロック多量に含む

８層．にぶい黄褐色土（10YR4/3）＋径100～200mmのにぶ
い黄横色土（10YR7/3）マダラローム粒少風含む１０土
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ブロック中湿含む
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１層．灰黄褐色土（10YR4/2）口
2層．灰黄褐色土（10YR4/2）径
3層．にぶい黄檀色ロームブロッ
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12号土坑（第６図）

（位置）６．８区。

（重複）１４号土坑と重複する。

（形態）４基の土坑からなる。ａは不整長円形、ｂは不整形、ｃは長円形、ｄは隅丸三角形を呈するとお

もわれる。

（規模）ａは残存長軸55cm、残存短軸40cm、確認面からの深さは24cmを測る。ｂは残存長軸48cm、残存短

軸42cm、深さは58cmを測る。ｃは残存長軸50cm、残存短軸20cm、深さは23cmを測る。ｄは残存長軸42cm、残存

短軸28cm、深さ14cmを測る。

（立ち上がり）ａ．ｃ・ｄは緩やかに、ｂは垂直に近い。

（時期）不明。

13号士坑（第６図）

（位置）２区。

（重複）３号住居跡、３号住居跡Ｐ２１．２１、ＮＣなし土坑と重複し、３号住居跡を切っている。

（形態）隅丸長方形を呈する。

（規模）残存長軸74cm、残存短軸54cm、確認面からの深さは49cmを測る。

（立ち上がり）東側はやや緩やかで、他は垂直に近い。

（時期）不明。

（出土遺物）覆土中より焼け操1点出土。

14号土坑（第６図）

（位置）２．３．８区。

（重複）１２号土坑、ＮＱなし土坑と重複する。

（形態）不整長円形を呈する。

（規模）長軸140cm、短軸100cm、深さ10～17cmを測る。底から東壁にかけて多数の小穴が認められる。小

穴の深さはほとんどが確認面から17～30cmの間に属するが、北東端の小穴は68cmを測る。

（立ち上がり）浅い為か、全体に緩やか。

（時期）不明。

15号士坑（第９図）

（位置）３区。

（重複）１７号土坑と重複し、北側でNQなし土坑を切っている。

（形態）東側は調査区外に続くが、ほぼ円形を呈する。

（規模）推定径約40cm、確認面からの深さは約60cmを測る。

（立ち上がり）垂直に近い。

（時期）不明。

（出土遺物）確認面とほぼ同レヴェルで、喋石皿（1078；第37図４)、石皿（1071；第36図４．１０７２；第

37図３）、クポミ石（1075；第34図５)、スリ石（1077；第32図２．１０８０)、焼け操（1073.1074.1076.1079）

がまとまって出土。

16号土坑（第８図）

（位置）１３区。

－１６－



(重複）ＮＱなし土坑3基と重複する。

(形態）長円形を呈するとおもわれる。

(規模）長軸55cm、残存短軸30cm、確認面からの深さ約13cmを測る。

(立ち上がり）浅いためか、全体に緩やか。

(時期）不明。

17号土坑（第６図）

（位置）３区。

（重複）１５号土坑と重複し、切られている。南東側で、ＮＱなし土坑と重複する。

（形態）西側が調査区外に続く。長円形を呈するとおもわれる。

（規模）残存長軸70cm、残存短軸60cm、確認面からの深さ20cmを測る。

（立ち上がり）やや緩やか。

（時期）不明。

4号ピット（第６図）

（位置）３区。

（重複）２基のピットの重複か。

（形態）長円形を呈する。

（規模）長軸60cm、短軸54cm、確認面からの深さは東側48cm、西側58cmを測る。

（立ち上がり）垂直に近い。

（時期）不明。

5号ピット（第６図）

（位置）３．８区。

（重複）２基のピットの重複か。

（形態）不整長円形を呈する。

（規模）長軸80cm、短軸35cm、深さは北側37cm、南側38cmを測る。

（立ち上がり）垂直に近い。

（時期）不明。

４区の喫集中（第45図）

（位置）４区

（重複）５号住居跡

（時期）諸磯式期

（所見）５号住居跡の床面よりやや上の諸磯包含層中から非焼け篠（735)Ｔ

篠（738)、焼け篠（739）がまとまって出土。これらより西へ約100cmのところに、

号住居跡に伴う可能性もある。

焼け篠（737)、打撃痕のある

巨篠（734）が出土した。５
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第４章縄文時代の遺物

第１節土器

くＪ区出土土器の分類〉

本遺跡から出土した縄文土器のうち、破片から復元できたものはわずか６点であり、その他のものは破片の

状態である。

本調査区から出土した縄文時代の土器の時期は縄文時代前期～後期にわたる。個々の資料が帰属する土器の

検討を行うにあたり、縄文時代の土器を前期・中期・後期に大別し、さらに各項目を便宜的に細分した。

第１群土器縄文時代前期前半の中越式土器

第Ⅱ群土器縄文時代前期後半の諸磯式ｂ式土器および諸磯ｃ式土器

第Ⅲ群土器縄文時代中期前葉の五領ケ台式土器

第Ⅳ群土器縄文時代中期中葉の勝坂式土器

第Ｖ群土器縄文時代中期後葉の曽利式土器および加曽利Ｅ式土器

第Ⅵ群土器縄文時代後期堀之内式土器および加曽利Ｂ式土器

第Ⅶ群土器その他の縄文時代の土器

第｜群縄文時代前期前半中越式土器

縄文時代前期前半中越式土器を一括する。

第Ⅱ群縄文時代前期後半

諸磯ｂ式、諸磯ｃ式にあたる。Ａ類：諸磯式ｂ式土器、Ｂ類：諸磯ｃ式土器に大別した。
Ａ類諸磯ｂ式土器

諸磯ｂ式土器の深鉢は爪形文、浮線文、平行沈線文、縄文が主な文様要素となっている。爪形文、浮線文、

平行沈線文を多用する土器については、それぞれが展開をたどることができることから、それぞれに分類項目
を設け、ほかに縄文のみの深鉢、深鉢以外の器形の土器群を加えて５つの分類項目を基に分類する。
Ａ類－１爪形文を多用する深鉢

ａ幅広の連続爪形文を数条施文し、条問に丸棒状工具による刻みを有するもの。口縁部が肥厚する。

ｂ平行沈線間に連続爪形文を施すもの。口縁部は肥厚のない直線的なものになる。
Ａ類－２浮線文を多様する深鉢

器面に粘土紐を貼付したもの。浮線の加飾から以下のように分類する。

ａ加工装飾がないもの。浮線脇に列点を施すものもある。

ｂ浮線に縄文が施されたもの。縄文施文により、浮線は低くなっている。

ｃ切れ長な刻みを加えたもの、浮線はＡ類－２ｂよりやや低くなる。二本以上の平行する浮線を組にする

場合がほとんどで、隣接する浮線と刻みの方向を違えて矢羽根状にする。

ｄ短い斜めの刻み目を加えたもの。浮線は繊細で低平なものになる。Ａ類－２ｃと同じく二本以上の平行

する浮線で構成され、隣接する浮線と刻みの方向を違える。二本の平行する浮線を浮線で連絡した梯子状
のもの、脇に小さな列点を施すものがある。

ｅ浮線上に細かいｃ字状の爪形刺突を加えたもの

ｆ浮線上に列点を加えるもの

Ａ類－３平行沈線により文様を描く深鉢

ａ幅広の半裁竹管による平行沈線を個別に描くもの
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ｂＡ類－３ａより幅の狭い半裁竹管により平行沈線を個別に描くもの

ｃ幅狭い半裁竹管を束ねて、集合する半裁竹管を一度の動作で描くもの

ｄ櫛歯状施文具による櫛描文。密接した集合沈線となる。

Ａ類－４装飾的な文様の施文を欠き、地文の縄文のみ施文されるもの。

ａ斜縄文が施文されるもの

ｂ羽状縄文が施文されるもの

Ａ類－５その他

縁孔土器・浅鉢・鉢など

Ｂ類諸磯ｃ式土器

集合沈線文を全面に施し、ボタン状の貼り付け文を付加したもの

時期設定

第Ⅱ群Ａ類の時期設定

第１期（諸磯ｂ古式段階）

Ａ類－１ａ

文様に爪形文を多用する段階。爪形文間に刻みを施すことから次の浮線文が隆盛する段階へ移り変わる直前

の段階であると考える。

第２期（諸磯ｂ中ｌ式段階）

Ａ類一ｌｂＡ類－２ｂＡ類－３ａ

浮線文、沈線文を主文様とするものは口縁部が緩く内湾し、胴部はくびれるキャリパー形の器形となる。文
様は縄文地文で波状文・弧線文・蕨手文をモチーフとし、口縁部から胴上部の広い範囲の区画内に描かれる。
浮線上にはＡ類－２ｂの斜縄文の他に、丸棒状工具による刻みが施されるものもあるが、本調査区では出土し
ていない。

第３期（諸磯ｂ中２式段階）

Ａ類－２ｃＡ類－３ｂ

器形は口縁部が緩く内湾する器形と強く内湾する器形があり、後者の方が新しいと考えられる。
口縁部が緩く内湾する器形において文様は口縁部文様帯が前段階より狭くなり、上下で対弧となるモチーフ
の問に同心円・渦巻きが描かれる。胴部には数本単位の横線が数段にわたって配され、中に波状・弧線モチー
フが入ることもある。

口縁部が強く内湾しながら大きく張り出す器形においては、文様は縄文地文で、口縁部の強く張り出した部
分全面に描かれる。波頂部下に入り組み渦巻文や斜条線モチーフを描く。また、波頂部下に形骸化した獣面突
起がボタン状突起としてみられる。

第４期（諸磯ｂ新式段階）

Ａ類－２．Ａ類－２ｅＡ類－２ｆ

浮線はＡ類－２．が主となる。Ａ類－２ｅ、Ａ類－２ｆは口縁部の屈折部より弧線などのモチーフが描かれ
ることから、この時期に平行するものとした。また、加飾を施さないものも繊細な浮線と同じく施文きれてい

ることから、同時期に含まれる。

平行沈線の土器はＡ類－３ｃ、Ａ類－３ｄによる集合沈線を多く用いる。集合沈線は整った間隔で施文きれ
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る。

器形は口縁部が大きく張り出し、口唇部が急角度で内折する。文様は内折した狭い部分にみられる。波頂部

下にボタン状突起が１つ付き、この下に縦の弧状条線が向かい合うように施される。波頂部の屈折下にできた

三角形のスペースにも弧状モチーフなどが描かれる。

第５期

Ａ類－３ｃ、Ａ類－３．

集合沈線の幅は広くなり、地文の縄文の施文効果が失われてくる。胴部の横走りする集合沈線間に対弧状文

などを地文する。

第ＩＩＩ群縄文時代中期前葉

五領ケ台Ⅱ式にあたる。本調査区においては１軒の住居杜が検出されている。五領ケ台式土器は大きく集合

沈線文土器と縄文系土器に分けて考えることができる。

Ａ類集合沈線を主文様とする深鉢

口縁部が「<」の字状に屈折して、頚部で括れる器形。口縁部の「<」の字状に屈折する部分より上部を省
略するものもある。

Ｂ類口縁に沿って縄文帯が施されるもの。

口縁部は最上段に縄文帯を有する。口縁部形態には平縁のものと波状を呈するものがある。縄文帯の下には

無文帯が構成される。頚部の隆帯には縄文を施文すものと、交互刺突を施すものがある。胴部は全面に縄文が
施きれる。胴上部が膨らむ器形もこれに含む。

Ｃ類単沈線または平行沈線でシンプルな文様を施す深鉢

口縁部文様に沿って沈線を施すのみで、頚部に沈線を巡らすもの。器面に縄文は施文されない。

Ｄ類丸底の太めの沈線により文様を描く深鉢。地文には縄文が施される。

E類浅鉢

口縁部が開くものと、内側に屈折するものがある。

第ＩＶ群縄文時代中期中葉

格沢・新道・藤内・井戸尻式にあたる。第４次調査区においては該期の遺構・遺物は少ない。
Ａ類角押文・三角押文を多用するもの

－１口縁部が区画されず、幅の狭い角押文によって逆「．」の字の文様が連続されるもの。格沢式期に比定
される。

－２隆帯脇に角押文を施すもの。格沢式期に比定される。

－３隆帯脇に幅の広い角押文十三角押文を施すもの。新道式期に比定される。

－４隆帯脇にキャタピラ文十三角押文。藤内式期に比定される。

Ｂ類パネル文

矢羽根状の刻みを施された断面三角形の隆帯によって区画をし、その中に半裁竹管による半隆起状の区画を

施すもの。半隆起状の区画内には縦位の沈線や、キャタピラ文十波状沈線が充填される。藤内式期に比定され
る。
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Ｃ類その他の土器

第Ｖ群縄文時代中期後葉

曽利式土器にあたる。また曽利式期において当該地域で出土する加曽利Ｅ式土器についても本群に含む。

Ａ類口縁部がラッパ状に開く無文口縁で、胴部が円筒形に長く、縦位の条線を地文とする深鉢。曽利Ｉ～Ⅱ

式期。

Ｂ類口縁部を条線や隆線で装飾する深鉢。胴部は縦位の条線で隙間なく埋める。曽利Ｉ～Ⅲ式にあたり、本

調査区では曽利Ⅲ式に比定されるものが出土している。

Ｃ類Ｘ字状把手を有する土器

頚部にＸ字の把手が付けられるもの。口縁部は無文で胴部には大柄な渦巻文が施される。

Ｄ類いわゆる肥厚帯口縁・つなぎ弧状口縁をもつもの。肥厚帯、つなぎ弧状などの口縁部文様を省略したも

のを含む

く口縁部〉

－１口縁部につなぎ弧状の文様を持つもの

－２口縁部に沈線による楕円区画をもつもの

－３口縁部文様を省略したもの

く胴部文様〉

イ１本の低隆帯により渦巻文を施し、櫛歯状工具による縦位の条線を地文として施したもの

ｐ低隆帯による区画文・懸垂文に縦位の櫛歯状条線を施したもの

ハ沈線区画・懸垂文に櫛歯状工具による綾杉文を施したもの

二櫛歯状工具による区画文に櫛歯状工具による綾杉文を施したもの

ホ沈線区画・懸垂文に密な「ハ」の字文を施したもの

へ沈線区画・懸垂文に上下の間隔があく「ハ」の字文を施したもの

ト沈線区画・懸垂文に櫛歯状刺突による「ハ」の字文を施したもの

第Ｖ群Ｄ類土器群の時期設定

第Ｖ群Ｄ類土器は第Ｖ群の土器の中でも資料数が多く、文様構成も様々 である。ここではそれぞれの文様要
素を基に時期を設定する。

曽利Ⅲ式

Ｄ類－１

口縁につなぎ弧状の文様を持つ。胴部には縦位の条線が施文される。

曽利Ⅳ式

Ｄ類一イ、Ｄ類一口、Ｄ類一ハが該当する。区画内に綾杉文が複数施文されるものが新しい。

曽利Ｖ式

地文に「ハ」の字文を施すＤ類一ホ、Ｄ類一へ、Ｄ類一トが主に施される。「ハ」の字の上下の間隔が開く方

が新しい。

Ｅ類Ｄ類の区画内をもち、地文に縄文を施すもの。

区画は隆帯を用いるものと沈線によるものがある。縄文はＤ類一ホ・への「ハ」の字文様を意識して、縦の

方向に施文きれるものがある。曽利Ⅳ～Ｖ式段階に比定きれる。
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資料説明

第１群土器（第10図１～６）

第10図１～６は第Ｉ群縄文時代前期前半の中越式土器にあたる。器厚は薄く、器面には指頭による調整痕が
残る。

その他の土器群

有孔鍔附き土器。

両耳土器。１対の環状把手が頚部に付けられるもの。

壷形土器

ミニチュア土器

類
１
２
３
４

Ｇ

第Ⅵ群縄文時代後期前葉の土器

堀之内式土器（堀之内ｌ式土器・堀之内２式土器）

第ＶＩＩ群その他の縄文時代の土器

型式判別が難しいものを第Ⅶ群とする。

Ｆ類関東地方に広く分布する加曽利ＥⅣ式土器

口縁部に沿って沈線、隆帯、刺突文を施す。胴部は沈線・微隆起帯による曲線モチーフを描き、モチーフ内

には縄文を充填する。

第Ⅱ群土器（第10図７～38，第11図ｌ～33、第12図ｌ～14）

Ａ類諸磯ｂ式土器

第10図７～第12図11はＡ類にあたる。このうち第10図７～10は爪形文を多用するＡ類－１，第10図11～38は

浮線文を主文様とするＡ類－２，第11図ｌ～20は沈線文を主文様とするＡ類－３、第11図21～第12図１はＡ
類－４，第12図２～11はＡ類－５である。

Ａ類－１爪形文を多用するもの（第10図７～10）

Ａ類－１ａ（第10図８～10）

８は肥厚した口縁部破片である。器形は真っ直ぐ蝋に開く。肥厚した口縁に沿って比較的幅の広い爪形文を連

続して施文し、爪形文施文によってふくらんだ条問に斜めの刻みを施す。１oは口縁部が肥厚しておらず、連続
爪形文の条問が浮線化する。次段階に盛行する浮線への移行していくものと考えられる。
Ａ類一ｌｂ（第１図７）

やや内湾する口縁部破片である。口唇部に肥厚のない口縁に沿って半裁竹管による平行沈線を施文し、沈線
間に連続爪形文を施す。口縁部に沿った爪形文によって区画された内部は半裁竹管による弧状の平行沈線が施
文される。

Ａ類－２浮線文を多用するもの（第10図11～38）

Ａ類－２ａ（第10図34）

浮線脇に列点が施される強い内湾あるいは内折する口縁波頂部の破片である。モチーフは波頂部下に付けら
れた貼り付け文の下に渦巻文が配され、それを取り囲むように弧線が配される。

Ａ類－２ｂ（第10図11～16）
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１１は緩く内湾する口縁部破片である。地文の縄文上に浮線文を貼り付け、口唇部には断面形が丸底の刻みを

付ける。

Ａ類－２ｃ（第10図17～28）

２０は口縁部破片であり、半月状のモチーフの中に円を描くものであると考えられる。口唇部には断面形が丸

底の刻みを施す。口縁部が緩く内湾する器形と考えられ、前段階の第10図20の口縁形に近く、浮線の高さも比

較的高いことから、切れ長の刻みを有する中でも古い段階に位置すると考えられる。１７，２１，２７は口縁形が波

状を呈し、きつく内湾する口縁部破片である。２７は口唇部においてやや外反する。波頭部下に弧線を向かい合

うように配し、渦巻文を描く。モチーフは口縁部の内湾部全面に及ぶ。２２は胴部破片であり、横走する２本一

組の浮線間に渦巻きを描く。２４～27は浮線の幅が他のものよりやや小さくなっており、次の段階の繊細な浮線

文の段階に移行するものであると考えられる。

Ａ類－２．（第10図29～33,36）

３２．３３は内側に屈折し波頂部が張り出す口縁部破片である。モチーフは屈折部より上の狭い部分に弧線が施

される。屈折部より下の三角形のスペースには弧状モチーフが隙間を埋めるように施される。３２は屈折部より

上に梯子状に浮線が施きれる。３３は屈折部より上に脇に列点を施したＡ類－２．の浮線が施され、屈折部より

下はＡ類－２ａの加飾のない浮線が施される。３６は胴部破片であり、地文の縄文は羽状縄文が施される。

Ａ類－２ｅ（第10図35）

胴部破片。浮線はＡ類－２．と同じく低平で繊細なものである。

Ａ類－２ｆ（第10図37,38）

口縁部破片である。屈折する器形であり、屈折部より上に弧線文のモチーフが描かれることから、Ａ類－２

．と同時期に存在するものであると考えられる。

Ａ類－３平行沈線により文様を描くもの（第11図ｌ～20）

Ａ類－３ａ（第11図１，２，１３）

ｌは口唇部が先頭状であり、やや内湾する口縁部である。１３は「〈」の字状に屈折する口縁部破片である。

屈折部より上の狭い部分に弧状モチーフが描かれる。

Ａ類－３ｂ（第11図３～１２，１４，１５）

１１は真っ直ぐに開く口縁部である。１２は「〈」の字状に屈折する口縁部破片である。モチーフは屈折より上

の部分で波頂部下に施される。１５は頚部破片であり、上部に挟れのある段をもつ。

Ａ類－３ｃ（第11図16,18～20）

全て胴部破片である。１６，１９，２０は集合沈線間の帯状のスペースに弧線・斜行線の文様を施している。

Ａ類－３．（第11図17）

３．の櫛歯状施文具による集合沈線を主体とするが、屈折部より上の狭い部分にはボタン状突起を囲むよう

に３ｂの平行沈線による弧線文が描かれる。

Ａ類－４装飾的な文様を欠き、縄文のみ施文されるもの（第11図21～第12図ｌ）

Ａ類－４ａ（第11図21～27,29～31）

「<」の字に屈折する口縁部破片である。２２は波頂部下にボタン状の突起を持つ。２４は屈折の上部と下部で

縄文の回転方向を違えている。２５は屈折より上の部分にのみ縄文が施文される。口縁部より下は器面調整によ

る横方向の擦痕が残る。口縁部上端付近には炭化物が多く付着する。内面はナデによる調整を施す。

Ａ類－４ｂ（第11図28,32～第12図ｌ）

２８は胴部破片であり、異なる縄を撚り合わせた原体を用いて施文している。第３図１は頚部がくびれ、胴上

部がやや膨らみ、底部が張り出す器形である。内面の調整は荒い。

－２３－



Ａ類－５その他の土器（第12図３～11）

２は浅鉢である。底部が張り出し、口縁は強く内湾する器形となる。口縁部には１条の浮線が巡る。文様は

Ａ類－３ａの幅の広い半裁竹管によって描かれる。２段の平行沈線による区画内に弧線による波状モチーフを描

く。波状モチーフは上下段で向かい合うように配される。波状文モチーフによってできた半月状の区画内には

渦巻文が描かれる。器厚は薄く４～６ｍで、色調は灰白色である。外面には赤彩が施される。関西地方に分布

する北白川下層式土器系の土器である。

３は底部破片である。胴下部に１条の段が巡り、底部は丸底になる。器面は丁寧なミガキ調整が行われてい

る。

４．５．６は縁孔土器である。４は口唇部が外反し、口縁部は屈折、胴部が内湾する器形である。７は口縁

部に沿って浮線上に丸底の刻みを施した浮線が２条巡り、朱塗り。８は繊細な刻み目が施された浮線が口縁部

を巡り、半裁竹管による平行沈線によって木の葉文が描かれる。平行沈線間には繊細な刻み目が充填される。

９は縁孔土器の破片と思われる。１０．１１は浅鉢の底部破片である。

Ｂ類諸磯ｃ式土器

第12図12～14はＢ類である。１２は口縁部文様帯に横位の集合沈線を施し、２個ｌ対の小さなボタン状貼り付

け文を施す。胴部には矢羽根状の集合沈線を描く。口唇部には半裁竹管による連続押印文が施される。１３，１４

は胴部破片であり、縦位の集合沈線間に矢羽根状集合沈線を施文する。

第Ⅲ群土器（第12図15～19，第13図ｌ～23）

第12図15～19，第13図１～23は縄文時代中期前葉、五領ケ台Ⅱ式にあたる。このうち、第12図15～19はＡ類

に、第13図ｌ～８，１２～19はＢ類、第13図１０．１１はＣ類、第４図９はＤ類、第13図２２．２３はＥ類にあたる。

Ａ類集合沈線を多用する土器群（第12図15～19）

第12図15は、口縁が外側に「〈」の字状に屈折する器形の下の部分である。この部分には半裁竹管によって

斜行する集合沈線を施す。１６～19は「く」の字状に屈折する部分が省略された器形である。１６は半裁竹管によ

って斜行集合沈線を施したものである。１７～19は縦位の集合沈線を充填したものである。１７．１９は同一個体で

あり、緩い波状を呈する口縁の波頂部から隆帯を施し、隆帯上に半裁竹管の腹による連続押引文をほどこす。

Ｂ類縄文を有する土器（第13図ｌ～８，１２～19）

ｌ～４．６は平縁、５．７．８は波状を呈する口縁であり、口縁部に縄文帯を有する。器形は主に頚部がく

びれ、胴上部が膨らむものが一般的である。胴部は縄文が全面に施される。

Ｃ類（第13図１０．１１）

１０，１１ともに口縁部破片である。１０は波状を呈し、口唇部に刻みを施す。１１は平縁であり、頚部に「V」字

状の貼り付け文が付けられ、そこから半裁竹管による平行沈線によって垂下文を施す。

Ｄ類丸底の太めの沈線により文様を描く土器群（第13図９）

器面全面に縄文を施し、太めの沈線によって重弧文を描く、沈線文の接する部分には交互刺突を施し、弧線

施文によってできた三角形のスペースに三角印刻を施す。

Ｅ類浅鉢（第13図２２．２３）

２２は底部から真っ直ぐ開く器形であり、口縁の内面側に文様が施される。上下をキャタピラ文によって区画

された中に縄文を施文する。キャタピラ文の脇にはＤ字の印刻文が施され、また区画内に沈線による三叉文を施

す。２３は口縁部が屈折する上方に屈折する器形である。文様は屈折部より上に施され、角押文による「．」の
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字状の区画文を描く。

第Ⅳ群土器（第13図24～30、第14図１～８）

Ａ類角押文・三角押文を多用するもの

Ａ類－１（第13図24,26）

比較的幅の狭い連続角押文で連続した縦の「．」の字状の文様を施す。格沢式期でも比較的古い様相を示す。

Ａ類－２（第13図25，第14図６．８）

第14図６は連鎖状隆帯の脇に角押文を２条施す。８は連続角押文を脇に施した隆帯で口縁部に半円をつなげ

たモチーフを施す。胴部中程に半裁竹管による平行沈線を２条、横位に施文し、平行沈線を垂下きせる。

Ａ類－３（第13図29,30）

２９は隆帯脇に幅の広い角押文と三角押文を施す。３０は口縁部に幅の広い角押文によって楕円区画を施し、区

画内に連続三角押文による波状文を施す。

Ａ類－４（第13図２７．２８）

２７は胴下部の破片であり、キャタピラ文を脇に施した隆帯によって楕円区画を行う。

Ｂ類パネル文（第14図５）

断面三角形の矢羽根状の刻みを施された隆帯によって区画をし、その中に半裁竹管による半隆起状の区画を

施す。半隆起状の区画内には縦位の沈線や、キャタピラ文十波状沈線が充填される。

Ｃ類その他の文様

第14図ｌ～４は半裁竹管により半隆起状の区画を施し、その脇に脇に裁痕を施すものである。３は脇に施き

れた裁痕から細い沈線を垂下きせる。

第14図７は口縁部に縄文を施すもの。縄文は細かく、藤内式期の抽象文を施す土器群に多くみられる。

第Ｖ群土器（第14図９～17，第15図ｌ～21、第16図１～27、第17図１～24，第18図ｌ～24、第19図１～３，５，

６，１２）

第14図10～13,15はＡ類、第14図９．１４．１７はＢ類。第15図ｌ～３はＣ類、第16図４～第７図27はＤ類にあ
たる。

Ａ類（第14図10～16）

１４，１５は頚部破片である。１４は頚部に粘土紐を格子目状に施し、眼鏡状把手を付ける。１５は頚部に波状粘土
紐を以上貼り付ける。１４，１５ともに胴部文様は文様は縦位の条線となる。１６は胴部破片である。縦位の半裁竹
管による条線の地文上に３本１組の隆帯を併走させる。

Ｂ類（第14図９．１７）

９はラッパ状に開く口縁部に斜行沈線文を施し、頚部に上下を粘土紐で区画された斜行文、胴部には波状粘

土紐と垂下文を施す。１７は半裁竹管による斜行文を施す。頚部には半裁竹管の腹による押し引き文を施した隆
帯と粘土紐によって上下を区画する。胴部は櫛歯状工具による縦位の条線を施す。

Ｃ類（第15図ｌ～３）

２は器面に粘土板を貼り付け、半裁竹管で平行沈線を施文し渦巻き状のモチーフを描く。３は平行する２本

のナデ沈線によって渦巻き状のモチーフを描く。器面には赤彩が施される。

D類（第15図４～第16図22）
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第15図６．７は口縁部につなぎ弧状のモチーフを持つ胴部に縦位の条線を施すＤ類－１イである。６は口縁

部に２条の隆帯によってつなぎ文を施す。つなぎ弧線区画内には太い沈線を充填する。７は半裁竹管によって

つなぎ弧線を施す。弧線内は半裁竹管による条線を充填する。

第15図４．５はＤ類一イにあたる。脇にナデ沈線を施した低隆帯で渦巻文を施し、地文に櫛歯状工具による

条線を施す。曽利Ⅳ式期にあたる。

第15図８～12は地文に櫛歯状工具による縦の条線を施し、ナデ沈線を脇に施した隆帯によって区画・懸垂文

を施すＤ類－４ｐである。１０は地文の縦位条線上に縦位の波状沈線を施す。

第15図13～第７図４．６は櫛歯状工具または単沈線により綾杉文を施すＤ類－３ハに当てはまる。第15図１３

第16図２．４は区画内に縦位の綾杉文を複数描くものであると考えられ、第15図14～17の縦位の波状沈線を挟

んで綾杉文を描くものに比べるとやや新しい要素である。第16図６は櫛歯状工具による集合沈線ではなく、単

沈線による綾杉文である。

第16図５は口縁部文様を持たず、櫛歯状工具によって「．」の字状区画を施し、区画内に短い櫛歯状条線に

よる「ハ」の字状の地文を施す。Ｄ類－３二にあたる。

第16図７～22は地文に密な「ハ」の字文を持つＤ類一ホにあたる。９．１２．１５は口縁部に沈線による楕円区

画をもつ。９．１０．１２．１４．１５．１６．１９は「．」の字状の区画内に「ハ」の字の地文を施す。

第16図１８．２０．２１．２２は地文に上下の間隔の空いた「ハ」の字の文様を施すＤ類一へIこ該当する。２０は口縁

部に１条の沈線を施し、その下に「．」の字状の区画を施す。

Ｅ類（第17図ｌ～18）

第17図ｌ～８は隆帯懸垂文による区画を施す土器である。隆帯懸垂文脇に施されるナデ沈線によって「．」

の字状の区画を施し、区画内を縦方向に縄文を施文する。第17図９～18は沈線により区画又は懸垂文を施した

土器である。第８図１０．１２～18は縄文を縦方向に施文する。１２．１５は「．」の字状の区画が施される。１０は逆

｢U」字状の区画が施されると思われ、第17図９．１２は縄文を縦方向に施文を行わない。９は沈線による区画内

に縄文を施し、波状の沈線を施す。曽利Ⅳ式期の地文の櫛歯状工具による綾杉文条線を縄文に置き換えたもの
と思われる。

Ｆ類

第17図19～第18図18は加曽利ＥⅣ式の土器である。第17図20は内湾する口縁部に刺突文を巡らし、地文の縄

文の上端の方向を変えて、羽状縄文を施す。第17図19は口縁が無文となり、地文の縄文の上端を20と同じく方
向を変えて羽状縄文にする。２１は真っ直ぐゃに開く器形の口縁直下に刺突文を巡らし、沈線による区画文を施す。
第18図２は口縁部に巡らした隆帯に縄文を施したものである

第18図６は微隆起帯によって区画を行い、区画内に縄文を施すものである。１６は加曽利ＥⅣ式の把手である。
第18図19はＦ類の区画内にＤ類の「ハ」の字文様を施したものである。

Ｇ類（第18図20～第19図１～３．５～７）

第18図20は頚部に鍔を持ち、孔を穿つ有孔鍔付き土器である。胴部は低隆帯によって渦巻きなどの文様が施
きれる。第18図21,22は壷形土器である。

第19図３は両耳把手付き土器である。口縁部が無文で、頚部文様帯には上下を隆帯によって区画された中に

波状に隆帯を貼り付け三角形の区画を行う。区画内は綾杉状の条線が充填される。

第19図１．２は浅鉢形土器である。第19図５～７はミニチュア土器である。７は綾杉状の条線が施され、綾
杉状条線の交点に波状沈線を施す。

第Ⅵ群土器（第19図４，８～１８．２１～23）
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Ａ類

第19図８は頚部の破片であり、頚部に巡らした２条の隆帯を縦位の隆帯でつなぎ隆帯の接合部に刺突を施す。
石井（1993）のＣ類土器にあたる。

第19図９．１０は縦位の沈線間に列点を施し、斜行沈線を縦位沈線による区画内に施す土器である。列点文を

多用する。堀之内ｌ式にあたる。

第19図４．１１～１８．２１～23は堀之内２式にあたる。４は粗製土器の胴部破片である。器面には調整による擦

痕が残る。１１～１８．２１～23は朝顔形深鉢の破片である。１２．１３は口縁部に刻みを施した細い流線が巡り、１２に

は「８」の字状貼り付け文が施される。文様は繊細な沈線で幾何学的な文様が描かれ、沈線間に縄文が施文さ

れ、帯縄文となる。

第Ⅶ群土器（第19図19,20）

１９，２０ともに底部破片であり、縄文時代中期後半から後期のものと考えられる。底部には網代痕がみられる。

牛ケ谷遺跡・華蔵台南遣

く参考文献〉
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